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安 全 上 の ご 注 意  

   

本項には、バルブアクチュエータの取り扱いにおいて、特に重要な安全関連の注意事項が記載されてい

ます。 

  ご使用の前に、以下の注意事項をよくお読みのうえ、正しく取り扱ってください。 

  なお、バルブアクチュエータの取り扱いは、訓練を受けた専門の作業者が行ってください。 
 

受け取り・運搬・保管時 
 

  

      注意 ・・・落下などによる事故防止 
●バルブアクチュエータの吊り上げ・玉掛けは、質量を確認のうえ、吊荷の下に立ち入らないなど、

安全に十分注意して作業してください。 

●段ボール梱包の製品は、水に濡れると梱包強度が低下することがありますので、保管・取り扱いに

は十分注意してください。 

これらの注意を怠ると、傷害事故の生ずるおそれがあります。 

 
 

据付・試運転時 
 

  

      注意 ・・・感電事故防止（電動式） 
●結線作業を行うときは、湿気や水分などによる絶縁不良のないことを確認してください。 

●アースの結線は、確実に行ってください。 

これらの注意を怠ると、感電事故の生ずるおそれがあります。 

  注意 ・・・落下・転落による事故防止 
●バルブアクチュエータの吊り上げ・玉掛けは、質量を確認のうえ、吊荷の下に立ち入らないなど、

安全に十分注意して作業してください。 

●作業を行うときは、足場の安全を確保し、不安定な管の上などでの行為は避けてください。 

●カバー類の脱着は重量を考慮のうえ、安全に十分考慮し作業を行ってください。 

これらの注意を怠ると、傷害事故の生ずるおそれがあります。 

 注意 ・・・不正操作による事故防止 
●ハンドホイールに器具を使用して操作しないでください。 

 これらの注意を怠ると、傷害事故の生ずるおそれがあります。 

      注意 ・・・傷害事故防止（電動式） 
●インタロックスイッチ付の場合は、特に結線を確実に行ってください。 

結線を誤ると手動位置でも誤作動によりモータが起動し、ハンドルが回転することがあります。 

●作業を行うときは、電源操作者との連絡を確実に行ってください。 

これらの注意を怠ると、傷害事故の生ずるおそれがあります。 

 
 

維持管理・保守点検等 
 

  

      注意 ・・・感電事故防止（電動式） 
●作業を行うときは、湿気や水分などによる絶縁不良のないことを確認してください。 

●アースの結線は、確実に行われていることを確認してください。 

これらの注意を怠ると、感電事故の生ずるおそれがあります。 

 注意 ・・・落下・転落による事故防止 
●カバー類の脱着は重量を考慮のうえ、安全に十分考慮し作業を行ってください。 

これらの注意を怠ると、傷害事故の生ずるおそれがあります。 
 注意 ・・・不正操作による事故防止 

●ハンドホイールに器具を使用して操作しないでください。 

 これらの注意を怠ると、傷害事故の生ずるおそれがあります。 
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■バルブアクチュエータＪＭＢ型ご採用にあたって 
 

このたびは、弊社バルブアクチュエータＪＭＢ型を、ご採用賜わり厚く御礼申し上げます。 

本製品は米国フィラデルフィア・ギア社（現フローサーブ社）との技術提携によって国産化されました。

その後国内外に出荷され、火力・原子力発電所、上下水道、石油精製所、製鉄所、化学工場などの広範囲

なフィールドで安定稼動を続けております。 
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１．はじめに 

１． 本書は、表題の機器の運転・保守をご担当される方に、機器を正しく取り扱っていただくための説明書

です。運転操作、または保守作業を開始する前に、必ず本取扱説明書を一読くださるようお願い申し上

げます。 

装置メーカの方へ：本取扱説明書を必ずエンドユーザの維持管理者様にお渡しください。 

２． 発送した製品が輸送中に破損したと思われる場合、また、到着した製品に発送案内と照合して不足があ

る場合は、当社、および運送会社に１週間以内にご連絡ください。 

３． 保証について 

（１） 保証期間 

当社工場出荷後２ヶ年または現地での運転開始後１ヶ年のいずれか短い方といたします。 

（２） 保証範囲 

当社の製品は、取り決められた定格および稼動条件下でご使用される場合に対して、契約時に定めら

れた期間の保証をしております。 

従って、保証期間内であっても、下記の事由により不具合が発生した場合は、保証範囲外とさせてい

ただきます。 

1)  弊社製品の仕様、または、選定条件を超えて使用したための故障。 

2)  火災・水害・台風・地震、その他天災をはじめ、故障の原因が当社製品以外の事由による故障。 

3)  当社、または当社の指定するサービス業者以外の方が、改造もしくは修理したことに起因する故

障。 

4)  経時変化により発生する不適合（塗装およびメッキなどの自然退色・発錆・グリースの劣化・油

分の分離など）。 

5)  取扱説明書などに指定する保守・点検・整備などを実施しなかったことに起因する故障。 

6)  操作、または取り扱い誤りに起因する故障。 

7)  一般に品質・性能に影響のないと認められる程度の官能的現象（音・振動など）。 

（３） 保証費用 

万一、保証期間内に当社責任による不具合が発見された場合は、当該品の代替品納入、または当該品

の修理対応を当社費用で実施いたします。 

なお、保証範囲地域は国内に限定させていただきます。 

また、保証費用は、納入品単体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘発される下記の費用

は含みません。 

1)  製品の実機からの取り外しおよび取り付けに関する工数、再納入に要する輸送費および税金、倉

庫費用などの付帯費用。 

2)  当該品の不具合から生ずる装置の休業損失・機会損失費用など。 

保証を金額で実施することとなった場合、その上限はクレーム対象製品の販売価格を超えないことと

いたします。 

 

本取扱説明書では、屋外型ＪＭＢの基本型を中心に説明しております。 

なお、本書の内容は予告なく変更される場合がございます。 

 



 

 

 

 

５ 

 

２．注意事項 

 

2.1 機器の現地保管、および取付に関する 

一般注意事項 

（１）損傷防止 

 ステムカバーやステムプラグを緩めたり、外したま

ま放置すると、砂やごみ、雨水などの侵入によりス

テム嵌合部を損傷や錆発生の原因になりますので

ご注意ください。 

なお、ステムカバーおよびステムプラグは、雨水の

侵入を避けるため、ネジ部にシール材（シールテー

プまたは同等品）を使用して確実に締め付けてくだ

さい。 

 開度計のアクリル窓を破損しないようご注意くだ

さい。 

（２）絶縁劣化防止 

 スイッチカバー内部には、ギアドリミットスイッチ、

トルクスイッチ、各種電気配線等があり、リード線

を介してモータにも通じているため湿気を嫌いま

す。雨天に屋外でスイッチカバーを開けないでくだ

さい。 

 スイッチカバーを取付けなかったり、締付ボルトや

電線口を緩めたまま放置すると、水分の侵入による

絶縁劣化のおそれがあります。 

（３）運転前の保管管理 

 アクチュエータを直ぐに設置せずに保管する場合、

過度な振動および急激な温度変化のない清潔で乾

燥した場所に保管してください。また、保管姿勢は

正立またはスイッチカバーが上向きになる姿勢で

保管してください。 

 アクチュエータを設置後、電源を接続せずに 1 年を

超えて長期間保管する場合、スイッチカバー内が

結露しやすくなり、錆の発生原因となります。設

置後、電源を接続せずに長期間放置することは避

けてください。 

 1 年を超えて長期間保管または放置する場合は、

注意が必要ですので弊社までお問い合わせくだ

さい。 
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2.2 取り付け、取り扱いに関する注意事項 

本項は、本文中に記載されている注意事項の抜粋で

す。 

 

・運搬、据付、配線、調整、試運転、操作、保守点検

の作業は、必ず訓練を受けた専門の作業者により行

なってください。傷害事故、物的損害事故の生じる

おそれがあります。 

・取付が完了するまで、アクチュエータを風雨にさら

さないでください。 

取付け作業中はステム嵌合部の耐候性は十分ではあ

りません。 

・取付け前に、バルブステムを洗浄し、潤滑油を塗布

してください。 

・ライジングステムの場合、ステムカバーを取付けの

前にステム移動量を確認してください。 

・配線取入口は、電線管または適切な接続金物を使用

して、雨水の侵入を防止してください。 

・スイッチカバーを開放する場合は、スイッチカバー

の落下に注意してください。 

・スイッチカバー内は、常に乾いてきれいな状態を維

持し、ごみ等が入らないように注意してください。 

カバーガスケットが損傷した場合は、必ず新品に交

換してください。 

・スイッチカバーを開く際は、事前に電源を切ってく

ださい。電源を切った直後は、スペースヒータはま

だ高温のままですから火傷しないよう注意してく

ださい。 

・スペースヒータには適切な電源を接続してくださ

い。 

 過電圧で使用すると、スペースヒータおよびその周

辺を焼損するおそれがあります。 

・取付け後の最初の電動操作は、必ずバルブ移動量の

中間位置で行なって開閉の方向を確認してくださ

い。 

この確認を怠ると逆相運転によりモータを焼損する

おそれがあります。 

・電動運転中に手動への切換えは行なわないでくださ

い。必ず停止した状態を確認後に手動への切換えを

行なってください。 

・規定範囲の上限を超えてトルクスイッチを設定しな

いでください。過負荷によるバルブ破損やモータ損

傷の原因になります。 

・トルクスイッチは動作した接点が稀に戻る現象が発

生することがあります。 

 常時閉または開信号を発信する回路によって制御

されている場合、モータが再起動します。 

 再起動を避けるために、制御回路を自己保持方式に

することを推奨します。 

・トルクスイッチの調整は、規定の最高値以上にしな

いでください。過負荷でバルブの破損またはモータ

の焼損のおそれがあります。 

・アクチュエータに取り付けられた状態でトルクスイ

ッチの接点動作を確認する場合には、ダイアルを回

さず接点を弾いて動作の確認を行なってください。 

・長期間使用しない巻線形ポテンショメータは絶縁被

膜が生成され、摺動させた際にノイズが発生する恐

れがありますので、ご使用前に軸を回転させ絶縁被

膜の除去を行なってください。 

 ・バルブを必要以上にかたく閉めたり、喰い込んだバ

ルブを無理に開く目的で、モータの起動と停止を繰

り返し行なわないでください。 

・特にバルブメーカと打ち合わせた場合以外、プラグ

バルブまたはバタフライバルブをトルクシートさ

せないでください。 

・バルブがトルクシートされている状態で、ウォーム

シャフト部スプリングカートリッジキャップ、また

はハウジングカバーを絶対に取外さないでくださ

い。 

・ハンドホイールに、棒等を突っ込んで回さないでく

ださい。 

・オーバロードの原因を確かめずに、オーバサイズの

モータやオーバロードリレーを使用しないでくだ

さい。 

・アクチュエータの取外しは、必ずハンドホイールを

数回まわし、バルブが少し開いた状態で行なってく

ださい。 

・アクチュエータをバルブから取外し、再び取付けた

ときは、電動操作前にリミットスイッチの再調整を

行なってください。 

・運転頻度が極端に低い場合は、性能維持のために定

期的にアクチュエータを動かすようにスケジュー

ルを設定してください。 

・JMB-0～4 に設けられている吊ボルトは、アクチュエ

ータ本体を吊り上げるためのものです。二次減速機

やバルブを取付けた状態では吊ボルトの許容荷重

を超えますので使用しないでください。 

・環境温度、あるいは配管温度が高い場合は、熱膨張

による機外へのグリースの漏出を予防するために

圧力抜きが必要です。 

オプションでチェックバルブとエアブリーザが用意

されていますのでご利用ください。なお、これらの

取付方法は、アクチュエータの取付姿勢により異な

りますので、詳細は事前に弊社までお問い合わせく

ださい。 

・アクチュエータの保守点検にともなう交換部品(パ

ッキン、潤滑油など)を廃却する場合は一般産業廃

棄物として処理してください。 

・アクチュエータに関するお問い合わせや、部品ご注

文の際は、製品銘板に打刻されている下記項目につ

いてお知らせください(モータに取付けた銘板では

ありません)。 

ＴＹＰＥ(型式)   例)ＪＭＢ－０００ 

ＯＲＤＥＲ(オーダ) 例)Ｌ１２３４５Ａ  

ＳＥＲＩＡＬ(基板) 例)５６７８９０ 
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３．設置手順 

 

3.1 取付 
 

3.1.1 取付姿勢 
 

 取付姿勢は、機構部の潤滑、ならびに保守点検の利

便性から、モータが水平で、かつスイッチカバーが

水平または上向きになる姿勢を推奨いたします。 

 スイッチカバーが下向きになる姿勢は、なるべく避

けてください。 

 モータが下向きになる姿勢は避けてください。 

 スイッチカバーが下向きの姿勢で取付けられてい

る場合、点検等でモータの取外しが発生すると、モ

ータが水平でスイッチカバーが上向きになる姿勢

まで回して固定した後、モータを取り外す手順が必

要になります。 

 

3.1.2 据付スペース 
 

 後日の点検、整備のためには機器周辺に空きスペー

スが必要です。必ずスペースを確保してください。

具体的な寸法については納入図書（外形図）をご参

照ください。 

 

 

 

表 3.2.1 グリース量 

ユニットサイズ グリース量 kg 

JMB-04 0.9 

-03 1.3 

      -00 3.2 

  -0 4.4 

      -1 7.1 

  -2 9.2 

  -3 15.0 

      -4 26.0 
 

 3.2 グリースについて 
 
 規定グリース量を表 3.2.1 に、適合グリースを表

3.2.2 に示します。 

 ご指定のグリースを出荷時に充填していますので、

そのまま運転を開始できます。 

 念のため点検を行なう場合は、プラグ穴をご利用く

ださい。 

 

 標準グリース 

 一般仕様 

銘柄 ＮＧＣ－ＥＰ０ 

メーカ ニッペコ 

増ちょう剤 リチウム石けん 

 
 水門用バルブアクチュエータには“ハイレックスＥ

ＰＷをご使用ください。 

 水門用 

銘柄 ハイレックスＥＰＷ 

メーカ ニッペコ 

増ちょう剤 リチウム石けん 

 
 特殊用途においてオイル潤滑をご指定頂いた場合、

機器はオイルを抜いた状態で出荷されますので、運

転開始間に所定量を注入してください。 

 １年に１回以上、プラグを外してグリースを点検し

てください。 

 異常がなければ、そのままご使用ください。 

 モータベアリングのグリースは、通常の使用におい

て交換や補充の必要はありません。 

 取外したプラグを再び締め付ける際は、シールテー

プまたは相当品を使用して確実に締め付けてくだ

さい。 

  

 

表 3.2.2 適合グリース銘柄一覧 

メーカ 銘柄 増ちょう剤 

出光興産 ダフニーグリースＭＰ No.0 リチウム石けん 

コスモ石油ルブリカンツ コスモグリースダイナマックス EP-0 リチウム石けん 

シェル ルブリカンツ ジャパン シェルガダス S2 V220J 0 (EP) リチウム石けん 

ＥＮＥＯＳ エピノックグリースＡＰ(N)0 リチウム石けん 
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3.3 配線 

 

3.3.1 基本配線図 

JMB-04,03 

 

 

 



 

 

 

 

９ 

 

JMB-00～4 
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3.3.2 配線手順 
 

(1) アース端子 

通常、モータフレームの側面に設けられています。 

確実に設置してください。 

 

(2) スイッチカバーの取外し 

スイッチカバー周囲のボルトを緩め、ガスケットを

傷つけないよう静かに取外します。 

・スイッチカバー内に封入されている乾燥剤（シ

リカゲル）と結線図は、運転開始前に取出して

ください。 

・絶縁劣化を防ぐため、屋外でスイッチカバーを

外して行なう配線作業は雨天を避けてくださ

い。 

・スイッチカバーを外した状態で放置すると、水

分の侵入により絶縁劣化や漏電および発錆の原

因になります。 

また、屋外でスイッチカバーを外して配線をすると

きは、絶縁劣化を防ぐために雨天を避けてくださ

い。なお、スイッチカバーを外した状態で放置する

と、雨水などが侵入して絶縁劣化および漏電の原因

になりますので注意ください。 

 

(3) 電源電圧の確認 

モータ銘板に記載された指定電源電圧と実際の供

給電圧が一致していることを確認してください。 

 

(4) スペースヒータ結線 

通常、スイッチカバー内には結露防止のためにスペ

ースヒータが組み込まれています。適正な電源に接

続してください。 

 

(5) サーマルリレーの設定 

通常、過負荷はトルクスイッチで、運転時間はリミ

ットスイッチで保護されています。 

サーマルリレーの目的は、上記の保護機構や配線に

不具合が発生した結果、バルブが突き当たって通電

状態のままモータが停止した場合にモータコイル

を焼損から保護することにあります。 

サーマルリレーの設定は、拘束を基準として以下の

ようにしてください。 

拘束(起動)電流に対して、約 10 秒で動作すること 

定格電流に対して、定格時間内は動作しないこと 

適用電源  AC100V 級 100～125V 

          AC200V 級 200～240V 

          AC400V 級 400～460V 

上記範囲以外の電源への対応については、お問い合

わせください。 

 

 

 

 

 

 (6) 三相電源の接続 

三相電源の Ｕ，Ｖ，Ｗ を端子台の入力側符号 Ｕ，

Ｖ，Ｗへ正しく接続してください。(図 3.3.3) 

 

 
図 3.3.3 

 

バルブの種類や姿勢等の条件によっては、モータ側

のリード線を入れ替えてあることもあります。(図

3.3.4)この場合も三相電源のＵ、Ｖ、Ｗは外線接続

側符号の通りに接続してください。入力側符号は、

いつも正しく接続してください。これにより所定の

回転方向となります。 

 
図 3.3.4 

 

モータによっては、モータフレームに端子台が設置

されていることがあります。この場合も三相電源の

Ｕ、Ｖ、Ｗはモータリード線符号Ｕ、Ｖ、Ｗへ正し

く接続してください。 

 

(7) 回転方向の確認 

回転方向は、必ず確認してください。 

1. 手動でバルブを中間方向へ動かします。 

2. 開方向の押ボタンスイッチを押し、バルブが

開方向に動くことを確認します。 

3. 閉方向に動いた場合、逆相配線の可能性があ

りますので配線を総点検のうえ正しく配線し

直してください。 

 

(8) 電線管口の密封 

電源からの配線を、電線管口から導入し端子台に接

続した後、シール剤等を使って電線管口を完全に密

封してください。 

使用しない電線管口も、プラグで完全に密封されて

いることを確認してください。 

 

(9) スイッチカバーの取付け 

配線、試運転、点検の終了後、スイッチカバーを取

付けます。 

合わせ面の砂、ごみなどの異物を除去し、パッキン

に損傷のないことを確認してください。また、スイ

ッチカバー取付ボルトを締め付ける前にパッキン

がはみ出していないことを確認のうえ、ボルトで確

実に締め付けてください。 
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４．操作方法（電動／手動切換） 

 

4.1 切換えに関するご注意 
 
 JMB-00～4 型は試運転の際、プランジャがスム

ーズに出入りすることを確認してください。 

もしペンキなどでプランジャの動きが悪い場

合は、きれいに取り除いてください。 

 電動運転中に、手動への切換えは行なわないで

ください。必ず停止した状態を確認して手動へ

の切換えを行なってください。 

 JMB-00～4 型は手動操作の際、手動ハンドルは

静かに引き抜いてください。 

 試運転の際、電動運転停止後、手動操作にて増

し締めした場合、手動操作にて電動停止位置ま

で戻してから電動運転を再開してください。 

 この操作を怠ると、増し締めにより増加した負

荷のためにトルクスイッチが作動したり、バル

ブやアクチュエータを損傷するおそれがあり

ます。 

 JMB-04,03 型はトルクシートで使用される場

合、全閉時での手動操作の際、トルクスイッチ

がリセット（ニュートラル）状態になるため、

手動操作した後電動閉操作はしないでくださ

い。この操作を行なうと、過負荷が発生し、弁

が損傷するおそれがあります。 

 JMB-04,03 型はクォードリングの摺動抵抗が変

化し、電動操作時にハンドホイールがつれ回る

場合があります。危険性はありませんが、復旧

をご要望の場合は弊社にご連絡ください。 

 JMB-04,03 型では手動操作はウォームギアを介

して行なわないため、自動締り機構は働きませ

ん。 

 

4.2 手動への切換え 
 

4.2.1 JMB-04,03 
 

デクラッチレバーを外側(①方向)に引き上げ、

デクラッチレバー銘板の矢印方向(②方向)に

約 45°押し下げますと、手動クラッチがかみ合

って手動操作の状態になりますので、クラッチ

レバーを内側(③方向)戻し固定します。 

手動状態になると同時に操作回路に接続され

ているインタロックスイッチの接点が開き、電

動操作は不可能になります。従って手動操作中

に電動操作される危険はありません。 

機構上、ハンドホイールのクラッチ山部とクラ

ッチキーの位置が偶然一致したとき、手動に切

換りにくいことがあります。この場合は、ハン

ドホイールを少し回しながらデクラッチレバ

ーを操作してください。 

 

 

 
図 4.2.1 

 

4.2.2 JMB-00～4 
 

手動ハンドルを図 4.2.2 の位置まで引っぱると、内部の

手動クラッチがかみ合って手動操作状態になります。同

時にインタロックスイッチのプランジャもとび出し操作

回路の接点が開き、電動操作は不可能になります。した

がって、手動操作中に電動操作される危険性はありませ

ん。 

プランジャとハンドル○Ａ面とが離れている状態になると

手動操作可能です。 

ブレーキ付きモータの場合はブレーキを緩めたから手動

操作してください。 

手動ハンドルの電動←→手動の移動量は約 20mm です。 

 

 
図 4.2.2 

 

4.3 電動への切換え 
 

4.3.1 JMB-04,03 
 

デクラッチレバーを外側(③の反対方向)に引き上げ、    

矢印と反対の方向(②の反対方向)に引き戻すと手動    

クラッチが外れます。同時に操作回路に組み込まれてい

るインタロックスイッチの接点が閉じて、電動操作が    

可能になります。 

 

4.3.2 JMB-00～4 
 

手動ハンドルを押し込むと、内部の手動クラッチが外れ

ます。同時に操作回路に組み込まれているインタロック

スイッチのプランジャも押し込むことになり、スイッチ

の接点が閉じて電動操作が可能になります。プランジャ

とハンドル○Ａ面とが接していると電動操作状態です。 
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4.4 ブレーキ付モータの場合 

 

JMB-00～4 型の構造は、図 4.4.1 のようになっておりますので、手動操作の際にはモータのブレーキを緩めてください。 

また、電動操作の際には、ブレーキは元通りに戻してください。 

他の手動切替え方法は、ブレーキなしモータの場合と同様です。 

 

（注）本図面は解説用に簡略化したものです。 

 

JMB-00～4 型は、電動操作の際ハンドル軸とモー

タ軸のかみ合いは、クラッチによって外れてい

ますが、手動操作の際にはハンドル軸とモータ

軸は同時に回転しますので、モータのブレーキ

を緩める必要があります。 

⚫ モータのブレーキ緩め方法について 

［7.5kw 以下の場合］ 

ブレーキ型式 BAD3-12～BAD3-20（図 4.4.2）の

ように、モータブレーキケース上部に出ている

角軸を、スパナまたはモンキレンチで、矢印の

方向へ 6 0 °～120°ほど回すとブレーキが解放

されます。 

［11kw 以上の場合］ 

BAD2-23（図 4.4.3、図 4.4.4） 

・手動緩めボルト①を左に回して一旦緩めます。 

・手動緩めボス②を上下逆にして薄い部分を持

ってきます。 

・手動緩めボルト①を右に回し、手動緩め金具

③にかたくなるまでねじ込みます。 

・かたくなったところで、さらに半回転ほどね

じ込めば、ブレーキは緩みます。 

 

電動操作の際には、必ず手動緩めボルトを引き

出し、元通りに復帰してください。 

 

ブレーキ取扱いに関する詳細は、最寄りの各支

店・営業所にお問い合わせください。 

  

 
図 4.4.2 

 

 

 

 

 

 

 
 図 4.4.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4.4.4 

 

図 4.4.1 
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５．構造図、部品図、調整方法 

 

5.1 本体 

●JMB-04,03 

 

●JMB-00 

 

図 5.1.1 

図5.1.2 
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●JMB-0～4(H) 
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5.2 ギアドリミットスイッチ 

 

 

 

 

 
の締付けは十分 

   

図 5.2.1 
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ギアドリミットスイッチは、基本的には N.O.接点２個、 

N.C.接点２個がモールドされたロータ２本を有する２列

型を装備しています。 

図 5.2.1 に全体図を示し、その内部構造を図 5.2.2 に示し

ます。 

通常、向かって左側のロータ（接点№１～４）をバルブ全

開用に、右側のロータ（接点№５～８）をバルブ全閉用に

使用します。 

モータＯＮ／ＯＦＦ用には、各ロータの奥の接点（接点№

４,８）を引当てます。 

ロータが９０°回転して接点が切替わる際、一時的に N.O.

接点と N.C.接点がオーバーラップするため、回路の設計

には注意が必要です。 

 

動作について 

アクチュエータ本体から回転を③ドライブピニオンを介

して左右の⑫インタミッテントギア(間欠ギア)に伝え、こ

の回転が間欠機構によって⑬インタミッテントステムピ

ニオンまで伝達されることで、バルブ全開時には左側ロー

タを、バルブ全開時には右側ロータをそれぞれ 90°回転

させます。 

⑫インタミッテントギアの段数は通常は３段ですが、バル

ブのストロークが大きい場合には４段に組み込まれます。 

ロータの接点は、図 5.2.3 のように水平でＯＮ、垂直でＯ

ＦＦとなります。 

 

 

 

 

図 5.2.2 

図 5.2.3 

図 5.2.4 
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5.2.1 ２列型ギアドリミットスイッチ 

調整方法 

1. 必ず電源を切ってください。 

2. バルブ全閉位置の調整を行ないます。 

手動操作で、バルブを全閉方向へ動かします。 

このとき、”ＣＬＯＳＥ”側のロータの上にある⑪イ

ンタミッテントギアシャフトが、左右どちらに回転し

ているかを確認しておいてください。 

3. 手動操作で、バルブを全閉位置に移動します。 

4. 接点№８（モータコイル用）を、この位置でＯＮから

ＯＦＦへ動作させるために、以下の手順で調整を行な

います。 

・⑩セッティングロッドを図 5.2.5 のようにドライバ

でねじ込み、③ドライブピニオンの噛み合いを外し

ます。（図 5.2.4 参照） 

・現在の接点の状態がＯＮならば、手順２で確認した

方向と逆にドライバで⑪インタミッテントギアシャ

フトを回し、ロータが９０度回転して、接点№８が

ＯＦＦに動作したところで止めます。 

・現在の接点の状態がＯＦＦならば、手順２で確認し

た方向と逆にドライバで⑪インタミッテントギアシ

ャフトを回し、ロータがＯＮになる位置を通過する

まで回した後、手順２で確認した方向に⑪インタミ

ッテントギアシャフトを回し、接点№８がＯＦＦに

動作したところで止めます。 

・⑩セッティングロッドをドライバで止まるまで左に

回し、③ドライブピニオンと⑫インタミッテントギ

アが噛み合う状態に戻します。（図 5.2.2 参照） 

・⑪インタミッテントギアシャフトをドライバで左右

に軽く回してみて、正しく嚙み合っている（開閉両

側の⑪インタミッテントギアシャフトが回らない）

ことを確認してください。 

以上で、閉側の調整を終了します。 

5. 調整が終了したら、電源を入れて下記の事項を確認し

てください。 

・手動操作でバルブを中間位置へ移動します。 

・閉方向に電動操作を行ない、バルブが正しく閉方向

へ動くことを確認します。 

・異常がなければ、そのまま運転を続けて、ギアドリ

ミットスイッチの動作によって正しく停止すること

を確認します。 

6. 開方向で同様の調整を行なうために、再度電源を切り

ます。 

7. 手動操作でバルブを全開の位置に移動します。 

全閉側と同様の手順で調整を行ないます。 

8. 全開位置の調整が終了したら、全閉の調整と同様に、

手動操作でバルブを中間位置へ移動し、電源を入れて

電動操作にて確認を行ないます。 

 

9. 電動操作で停止した後、手動操作で更に開方向へ動か

し、突き当たるまでに余裕があることを確認します。 

10. 遠隔開度発信器が取り付いている場合は、ギアドリミ

ットスイッチ調整時に遠隔開度発信器の調整も行なって

ください。 

 

 

 

ご注意 

セッティングロッドを押し込んだ状態で電動、または

手動操作を行うと、セッティングロッドが損傷するお

それがありますので、ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2.5 
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5.2.2 ４列型ギアドリミットスイッチ 

 

２列型を２個組み合わせた４列型ギアドリミットスイッチを取り付けることもできます。 

図 5.2.6 に示すように、上部の２列は通常の２列型として全閉用、全開用に引当て、下部の２列（図中のＡ，Ｂ）を

バルブストローク上の任意の位置に設定して信号用などに利用します。 

 

 

図 5.2.6 
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調整方法 

調整方法は２列型と同様ですが、４列型のロータＡ、Ｂを

全閉、または全開と同位置用に使用する場合は、以下の点

に注意が必要です。 

 

例：ロータＡをロータ”ＣＬＯＳＥ”と同位置用に使用する

場合 

・ロータ”ＣＬＯＳＥ”のモータ回路用接点(接点符号

15-16)を、図 5.2.7(1)のように、接点が OFF になると

ころ(約 45°)に位置決めします。（見にくければ、同

じロータの最も手前の接点(符号 9-10)が ONになるとこ

ろに位置決めしても等価となります。（図 5.2.7(2)）） 

・ロータＡの接点は、図 5.2.7(3)のように ON になった位

置で止めます。 

 

上記の調整により、全閉位置になったとき先に信号表示と

インタロック等の動作が行なわれ、その後で制御回路がＯ

ＦＦになってもモータが停止するため確実な動作を期待

できます。 

 

 

5.2.3 位置リミットスイッチコンタクト展開図 

 

 

図 5.2.7 

(1) 

(2) 

(3) 
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5.3 トルクスイッチ 

全閉、全開を含むストロークの全域で、トルク値があらか

じめ設定された動作点に達したとき、ウォームギアの軸方

向の移動によってトルクスイッチが回転、その接点が OFF

になることでモータを停止させます。 

トルクスイッチの動作点は、ご発注仕様に合わせて出荷時

に調整されていますので、通常は再調整の必要はありませ

ん。 

ご 注意 

・必要により設定値を上げる場合、最大限度（ストッパで

規定）を超える設定は危険ですから避けてください。 

・オープン型、またはマイクロスイッチ型トルクスイッチ

の場合、接点の ON/OFF を確認する際に接点が衝撃を受

けないようにアームを戻してください。 

・ロータリ式トルクスイッチの場合、ターミナルブロック

Sub-Assy の接点を無理に広げないでください。 

これらの注意を怠るとトルクスイッチが損傷し、性能を維

持できないおそれがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3.1 JMB-04,03用の調整方法 

1. 必ず電源を切ってください。 

2. ㉒のネジを緩めます。 

3. 設定値を増大させるには、⑦ポインタを⑤ダイアルの

目盛数字が大きくなる方向に移動します。 

設定値を減少させるには、⑦ポインタを⑤ダイアルの

目盛数字が小さくなる方向に移動します。 

4. ㉒のネジを締め付けて固定します。 

・⑨トルクリミッタプレート（扇型の部品）は、設定 

 値の上限を規定するものです。絶対に取り外さない 

 でください。 

・㉕のネジと㉖のナットは、出荷時に中立位置を調整 

 のうえ、ロックタイトで固定されています。絶対に 

 動かさないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.1 
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5.3.2 JMB-00用の調整方法 

 調整は JMB-04,03 用と同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3.2 
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5.3.3 JMB-0～4用の調整方法 

 調整は JMB-04,03 用と同様です。 

 

 

 

図 5.3.3 



 

 

 

 

２３ 

 

5.4 遠隔開度発信器 

各種の遠隔開度発信器を取付けることができます。 

5.4.1 Ｒ/Ｉ変換器 

5.4.1.1 ４線式Ｒ/Ｉ変換器 

仕様 

１）形式および適用電源： 

型  式 適応電源 

ＶＰＴ３ AC85～264V 50Hz/60Hz 

２）出    力：DC4～20mA 

３）入 力 抵 抗：100Ω～10kΩ（ポテンショメータ） 

４）許容負荷抵抗：0～600Ω 

５）精    度：±0.2%FSat23℃（変換器の単体精度） 

６）温 度 特 性：±0.2%FS/10℃以内（-15℃～+65℃） 

７）外 形 寸 法：変換器 32×32×12mm 

電源 50×62.5×22mm 

８）周囲温度および湿度：-15℃～+80℃ 

            95%RH 以下（結露なきこと） 

接続方法 

 

 

 

 

 

 

 

調整方法 

・20mA を測定可能な直流電流計が必要です。 

・ポテンショメータの電気角は、現場開度計の回転角に適

したものを使用してください。 

・ＶＰＴの出力端子（＋、－）につながれている負荷抵抗

は 600Ω以下にしてください。 

・外部ケーブルが出力端子に確実に接続されていることを

確認してください。 

・破損防止のため、適用電源を超える電圧を加えないでく

ださい。 

１．ＶＰＴの供給電源を切ります。 

２．バルブが 50％開度のとき、端子 1-2 間のポテンショ 

メータの抵抗値が全抵抗の約 50％になるように、ポテ

ンショメータの軸を調整します。 

３．ゼロ点、およびスパン調整をするために、ＶＰＴの出 

力端子（＋、－）の一方を外し、直列に直流電流計を 

挿入します。 

４．ＶＰＴに適切な電源を供給します。 

 

調整範囲 

１）ゼロ調整：ポテンショメータの入力抵抗が 0～30% 

の範囲で出力を 4mA にすることが可能 

２）スパン調整：ポテンショメータの入力抵抗が 40～100 

%の範囲で出力を 20mA にすることが 

可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．ゼロ点調整をします。 

バルブを全閉（または全開）にし、出力が 4mA（規定

値）になるようにゼロ点調整トリマ（ZERO）を調整し

ます。 

出力電流はトリマの右回しで増大、左回しで減少しま

す。 

６．スパンを調整します。 

バルブを全開（または全閉）にし、出力が 20mA（規定

値）になるようにスパン調整トリマ（SPAN）を調整し

ます。 

出力電流はトリマの右回しで増大、左回しで減少しま

す。 

７．出力電流を確認します。 

全閉（または全開）に運転し、全閉（または全開）位

置にて出力電流が 4mA（20mA）であれば調整は終了で

す。 

出力電流が 4mA(20mA)でない場合は、5、6 の手順で調

整をやり直してください。 
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5.4.1.2 ２線式Ｒ/Ｉ変換器 

仕様 

１）形式および適用電源： 

型  式 適応電源 

RCC420Z DC24V±15% 

２）出    力：DC4～20mA 

３）入 力 抵 抗：100Ω～10kΩ（ポテンショメータ） 

４）許容負荷抵抗：0～600Ω 

５）精    度：±0.2%FSat23℃（変換器の単体精度） 

６）温 度 特 性：±0.2%FS/10℃以内（-15℃～+65℃） 

７）外 形 寸 法：変換器 32×32×12mm 

８）周囲温度および湿度：-15℃～+80℃ 

            95%RH 以下（結露なきこと） 

接続方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調整方法 

・20mA を測定可能な直流電流計が必要です。 

・ポテンショメータの電気角は、現場開度計の回転角に適

したものを使用してください。 

・RCC42 の出力端子（＋、－）につながれている負荷抵抗

は 600Ω以下にしてください。 

・外部ケーブルが出力端子に確実に接続されていることを

確認してください。 

・破損防止のため、適用電源を超える電圧を加えないでく

ださい。 

１．RCC420 の供給電源を切ります。 

２．バルブが 50％開度のとき、端子 1-2 間のポテンショ

メータの抵抗値が全抵抗の約 50％になるように、ポテン

ショメータの軸を調整します。 

３．ゼロ点、およびスパン調整をするために、RCC420 の

出力端子（＋、－）の一方を外し、直列に直流電流計を

挿入します。 

４．RCC420 に適切な電源を供給します。 

 

 

 

調整範囲 

１）ゼロ調整：ポテンショメータの入力抵抗が 0～30% 

の範囲で出力を 4mA にすることが可能 

２）スパン調整：ポテンショメータの入力抵抗が 40～100 

%の範囲で出力を 20mA にすることが 

可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．ゼロ点調整をします。 

バルブを全閉（または全開）にし、出力が 4mA（規定

値）になるようにゼロ点調整トリマ（ZERO）を調整し

ます。 

出力電流はトリマの右回しで増大、左回しで減少しま

す。 

６．スパンを調整します。 

バルブを全開（または全閉）にし、出力が 20mA（規定

値）になるようにスパン調整トリマ（SPAN）を調整し

ます。 

出力電流はトリマの右回しで増大、左回しで減少しま

す。 

７．出力電流を確認します。 

全閉（または全開）に運転し、全閉（または全開）位

置にて出力電流が 4mA（20mA）であれば調整は終了で

す。 

出力電流が 4mA(20mA)でない場合は、5、6 の手順で調

整をやり直してください。 
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5.4.2 ポテンショメータ 

ポテンショメータとは開度に対応して抵抗値が変化するもので、その抵抗変化を信号として使用します。 

調整方法 

・ポテンショメータの電気角は、現場開度計の回転角に適

したものを使用してください。 

・外部ケーブルがポテンショメータの端子に確実に接続さ

れていることを確認してください。 

・ポテンショメータの配線は、開方向の動作で抵抗値が増

加するようにしてください。 

・破損防止のため、適用電源を超える電圧を加えないでく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ポテンショメータの軸を開度計から切り離すために、

発信器ケースの蓋またはスイッチカバーを開いて、図

5.4.6、5.4.7 に示すカップリングのネジ”Ｃ”を緩めま

す。 

２．バルブが 50％開度のとき、端子１－２（または２－

３）間のポテンショメータ抵抗値が全抵抗の約 50％に

なるように、ポテンショメータの軸を調整します。 

３．カップリングのネジ”Ｃ”を締め込んで、ポテンショメ

ータと開度計を結合します。 
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5.4.3 セルシン（シンクロ） 

セルシン発信器は、JMB-00 では開度計箱（図 5.4.9）内に、

JMB-0～4 ではスイッチカバー（図 5.4.10）内に装備され

ます。 

・発信器端子台符号（Ｒ１、Ｒ２、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３）と受信

器側の符号が一致するように正しく接続してください。 

受信器は発信器に同調して回転します。 

  

 

 

5.5 押ボタンランプステーション、押ボタンステーション 

現場操作用として使用します。 

機器外観を図 5.5.1、5.5.2 に、配線図の例を図 5.5.3 に示します。 

誘導電流やノイズの影響により稀に意図せぬ時に表示灯が点灯する場合がありますが、 

LED の特性によるもので故障ではありません。 
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5.6 直流モータ 

直流モータを使用する場合、結線は図 5.6.1、5.6.2 のようになります。 

 

 

・ブレーキ付モータの場合は、別途指定結線図を参照ください。 

・モータのブラシと整流子の接触状態、摩耗状態などを定期的に点検してください。 
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６．定期点検と整備 

 

バルブアクチュエータが、長期にわたって初期性能を保

ち、安全に稼働し続けることができるよう定期的な点検

と整備の実施をお願いいたします。 

 

6.1 点検・整備の概要 

使用環境や運転頻度にもよりますが、原則として年に 1

回以上の、点検、整備を実施してください。 

・点検プラグを外し、グリースの状態を確認してくださ

い。異常がなければ、そのままご使用ください。 

モータベアリングのグリースは、通常の使用では交換

や補充の必要はありません。 

 

・運転頻度が低い場合は配管系の操作に支障のない範囲

で電動開閉を行なってください。 

その際、電動／手動の切換も確認してください。 

・地下に据付けられている場合は、冠水、または雨漏り

による腐食がないことを確認してください。 

・外ネジ式バルブの場合、弁軸ネジ部のほこりや汚れを

除去し、グリースまたは二硫化モリブデン（モリコー

ト）を十分に塗布してください。 

・水滴の集積がある場合は、スイッチボックスの下向き

ドレンプラグ（1/8”）より排出し、内部を乾燥させて

ください。 
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6.2 等級別点検と整備実施内容 
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７．グリースの点検と交換要領 

 

7.1 グリースの点検 

 

グリースの点検は年 1 回以上行ない、特に運転頻度が高

い場合は点検回数を増やすようにしてください。点検プ

ラグを外し、グリース量およびウォームギアの近くのグ

リースを取出し、グリースの状態を点検してください。

もし、グリースの状態が表 7.1.1 に該当する事項がある

場合には適切な処置を行なってください。異常がなけれ

ば、そのままご使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.3 グリース注油、検油口位置説明図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.2 グリースの交換 

 

運転頻度が 1 日数回の場合、点検時グリースに異常がな

ければそのまま使用可能です。 

この場合７～10 年ごとのオーバーホールの際にグリー

ス交換を行ってください。 

運転頻度が高い場合は、約２年ごとに分解してグリース

交換を行なってください。分解せずに洗油・溶剤によっ

て、アクチュエータ内のグリースを取除くといシール材

が侵されることがあります。 
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８．故障と修理指針 
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